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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ複数のサブ画素を含む複数の画素を有する液晶表示パネルシステムであって、
　それぞれサブ画素に結合される複数のデータ線、
　一番短い表示波長に対応するサブ画素から一番長い表示波長に対応するサブ画素の順番
で、画素内のサブ画素を連続的に活性化し、データ線を経てサブ画素を制御するソースド
ライバー、及び
　それぞれ隣接する２つのデータ線に結合する複数の静電容量を含み、
　前記各画素は第１の表示波長を有する第１の色のサブ画素、第１の表示波長より短い第
２の表示波長を有する第２の色のサブ画素、第２の表示波長より短い第３の表示波長を有
する第３の色のサブ画素を含み、
　前記静電容量が、それぞれが第１の色のサブ画素に接続される第1のデータ線と第２の
色のサブ画素に接続される第２のデータ線の間に配置される複数の第１の静電容量、前記
第２のデータ線と第３の色のサブ画素に接続される第３のデータ線の間に配置される複数
の第２の静電容量、及び前記第３のデータ線と前記第１のデータ線の間に配置される複数
の第３の静電容量を含み、前記データ線は、前記第1のデータ線、前記第２のデータ線、
前記第３のデータ線の順番で隣接して繰り返し配置されており、
　前記第１の静電容量の容量が前記第２の静電容量の容量及び前記第３の静電容量の容量
より小さい液晶表示パネルシステム。
【請求項２】
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　前記第２の静電容量の容量が前記第３の静電容量の容量に実質的に等しい請求項１に記
載の液晶表示パネルシステム。
【請求項３】
　請求項１に記載の液晶表示パネルシステム及び前記液晶表示パネルシステムを制御する
コントローラーを含む制御システムを含む液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の液晶表示装置、及び画像データに応じて画像を映すために液晶表示装
置に前記画像データを供給する入力装置を含む電子装置。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本発明は、液晶表示パネルシステム及びそれを用いた装置、特に液晶表示装置（ＬＣＤ
装置）に関するものである。
【０００２】
　近年、ＬＣＤ装置は、軽量、小型化、大小の領域への適用性、低稼働電位、低電力消費
及び低輻射熱の利点を有するため、ディスプレイ装置の主流になっている。特に、ＬＣＤ
装置は、ノートブック型スクリーン、携帯電話又はパーソナルデジタルアシスタンス（Ｐ
ＤＡ）のようなポータブル電子装置により適している。したがって、ＬＣＤ装置は不可欠
な装置になっており、その開発はきわめて重要である。
【０００３】
　図１は、従来のＬＣＤパネルシステムの概略図である。図１に示されるように、従来の
ＬＣＤパネルシステム１００は通常ＬＣＤパネル１０２、ゲートドライバー１０４及びソ
ースドライバー１０６を含む。ＬＣＤパネル１０２は、複数の画素から構成される画素ア
レイを含む。例えば、従来の解像度１０２４×７６８を有するＬＣＤパネルにおいては、
画素は、１０２４のカラムと７６８の列のマトリックスに配列され、各画素は、それぞれ
赤、緑、青色を有するサブ画素を含む。したがって、前記の液晶パネルにおいてはサブ画
素は、３０７２のカラムと７６８の列を有するマトリックスに配列される。図１に示され
るように、ＬＣＤパネルの第１のカラムにおける各画素１１２はサブ画素、すなわち、赤
色サブ画素１１２ｒ、緑色サブ画素１１２ｇ、青色サブ画素１１２ｂを含む。さらに、第
１の列は画素１１４などのような他の画素を含む。各サブ画素は薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）及び蓄積容量を含み、蓄積容量はＴＦＴのドレインに接続される画素電極（図示しな
い）、共通電極及びその間に配置される誘電層によって形成される。ＴＦＴのゲートは、
対応するスキャン線ＳＬ１、ＳＬ２・・・又はＳＬｍを経てゲートドライバー１０４によ
って制御される。例えば、サブ画素１１２ｒ及び１２２ｒの薄膜トランジスタのソースは
データ線ＤＬ１によって制御される。
【０００４】
　ゲートドライバー１０４は基本のクロック及び開始パルスを受信する。開始パルスがゲ
ートドライバー１０４によって受信された後、複数のスキャン信号が基本クロック及び順
次スキャン線ＳＬ１、ＳＬ２・・・及びＳＬｍへの出力に応じてゲートドライバー１０４
によって生成される。
【０００５】
　ソースドライバー１０６は連続的に入力信号を受信し、次いで、デジタル入力データは
アナログデータに変換され、データ線ＤＬ１、ＤＬ２、・・・ＤＬｎに並列して同時に出
力される。したがって、ゲートドライバー１０４が開始パルスを受信し、画素の薄膜トラ
ンジスタ（例えば、サブ画素１１２ｒ、１１２ｇ、１１２ｂ等）のゲートのスイッチをオ
ンにするために特定のスキャンライン（例えば、スキャンラインＳＬ１）にスキャン信号
を出力するとき、アナログデータはデータ線ＤＬ１、ＤＬ２、・・・及びＤＬｎを経てサ
ブ画素１１２ｒ、１１２ｇ、１１２ｂの薄膜トランジスタのソースに出力され、次いでア
ナログデータはＴＦＴのドレインを経て容量に蓄積される。
【０００６】
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　ソースドライバー１０６がデジタルの入力信号を受信した後、デジタルの入力データは
デジタル－アナログコンバータ（ＤＡＣ）を経てアナログデータに変換される。ここで、
適用電圧は、一組の参照電位から選択され、デジタル入力データに応じたアナログデータ
として供給される。例えば、図１で示される液晶パネル１０２のサブ画素のデジタル入力
信号の輝度が６ビットのグレー・スケールレベルを有するとき、一組の参照電位は２6＝
６４の参照電位を有する。したがって、サブ画素の輝度はその蓄積容量に蓄積された参照
電位に依存する。一般的に、サブ画素（例えば、それぞれサブ画素１１２ｒ、１１２ｇ、
１１２ｂ）の３原色（赤、緑、青）と対応するグレー・スケールレベルＧＲ、ＧＧ及びＧ
Ｂの関係は次の関係式（１－１）～（１－３）で表される。
【０００７】
　ＢＲ＝ＧＲγ　　　（１－１）
　ＢＧ＝ＧＧγ　　　（１－２）
　ＢＢ＝ＧＢγ　　　（１－３）
　γはγ値パラメータ、慣例的にはγ＝２．２である。
【０００８】
　図２は、従来のＬＣＤパネルにおけるサブ画素の透過率と異なる色のサブ画素にそれぞ
れ対応するグレー・スケールレベルとの関係を示す。液晶の特性（いわゆるＬＣ効果）は
異なる色のサブ画素の透過率の変化をもたらす。図２を参照すると、曲線Ｂ１は透過率と
対応する赤色サブ画素（例えば、サブ画素１１２ｒ）のグレー・スケールの関係を示し、
曲線Ｂ２は透過率と対応する緑色サブ画素（例えば、サブ画素１１２ｇ）のグレー・スケ
ールの関係を示し、曲線Ｂ３は透過率と対応する青色サブ画素（例えば、サブ画素１１２
ｂ）のグレー・スケールの関係を示す。特に、同じグレー・スケールレベルに対応して、
ＬＣ効果によって、青色のサブ画素の透過率は緑色のサブ画素のそれより大きく、緑色の
サブ画素の透過率は赤色のそれより大きい。
【０００９】
　その上、ソースドライバー１０６のピンカウントを減少させるため、アナログデータを
データ線ＤＬ１，ＤＬ２及びＤＬｎに連続して入力するためにマルチプレクサーが通常使
用される。図３は、マルチプレクサーの１つの回路ブロック概略図である。図３を参照す
ると、デジタル・アナログコンバータからのアナログデータＡＤはマルチプレクサー１３
０に入力される。次いで、アナログデータＡＤがスキャン方向Ｄに沿って連続的にデータ
線ＤＬ１、ＤＬ２及びＤＬ３に入力されるように、マルチプレクサー１３０のスイッチＳ
Ｗ１，ＳＷ２及びＳＷ３がオンとなる。アナログデータＡＤはスキャン方向Ｄに沿って連
続的に入力されるので、サブ画素１１２ｒ、１１２ｇ、１１２ｂがデータ線ＤＬ１、ＤＬ
２及びＤＬ３を経て駆動されるとき、電位の結合効果が生じる。一般的に、データ線とサ
ブ画素間の結合電位ΔＶは次の式で表される。
【００１０】
　　ΔＶ＝（Ｃｐｄ／Ｃｔｏｔａｌ）＊Ｖｘ　　（２）
　Ｃｐｄは、サブ画素と近くのデータ線の間の寄生容量を表し、Ｃｔｏｔａｌは総容量を
表し、Ｖｘはデータ線からの適用電圧を表す。したがって、３原色（赤、緑、青色）にお
けるサブ画素（１１２ｒ、１１２ｇ、１１２ｂ）に蓄積された実際の電圧はそれぞれ次の
式（３－１）から（３－３）までで表される。
【００１１】
　　Ｖｒ＝Ｖｘ＋（２ΔＶ）　　　　　　　　　（３－１）
　　Ｖｇ＝Ｖｘ＋（ΔＶ）　　　　　　　　　　（３－２）
　　Ｖｂ＝Ｖｘ　　　　　　　　　　　　　　　（３－３）
　式（３－１）から（３－３）にしたがって、図４は、従来のＬＣＤパネルにおける電位
の結合効果による透過率と赤、緑、青色サブ画素のグレー・スケールの関係の曲線である
。図４を参照すると、曲線Ｃ１は、透過率と結合効果に伴う赤色サブ画素（例えば、サブ
画素１１２ｒ）のグレー・スケールの関係を表している。曲線Ｃ２は、透過率と結合効果
に伴う緑色サブ画素（例えば、サブ画素１１２ｇ）のグレー・スケールの関係を表してい
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る。曲線Ｃ３は、透過率と結合効果に伴う青色サブ画素（例えば、サブ画素１１２ｂ）の
グレー・スケールの関係を表している。電位の結合効果は、曲線Ｃ１，Ｃ２及びＣ３間の
相違をもたらし、同じグレー・スケールに対応する青色サブ画素の透過率は緑色サブ画素
の透過率より大きく、緑色サブ画素の透過率は赤色サブ画素の透過率より大きい。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　図５は、従来のＬＣＤパネルにおける実際の透過率と赤、緑及び青色サブ画素のグレー
・スケールの関係を示している。図５を参照すると、曲線Ｅ１は透過率と赤色サブ画素（
例えば、サブ画素１１２ｒ）のグレー・スケールの実際の関係を示す。曲線Ｅ２は透過率
と緑色サブ画素（例えば、サブ画素１１２ｇ）のグレー・スケールの実際の関係を示す。
曲線Ｅ３は透過率と青色サブ画素（例えば、サブ画素１１２ｂ）のグレー・スケールの実
際の関係を示す。ＬＣ効果と電位の結合効果の統合により、異なる色のサブ画素間の相違
はより顕著になる。例えば、画像の色は青色になる傾向にあり、透過率の相違は画像のフ
ィデリティに影響する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　したがって、本発明は、画像の色彩フィデリティを改良するためにＬＣ効果によって生
じる輝度の相違の補償を提供する。本発明は、最も短い表示波長に対応するサブ画素から
最も長い表示波長に対応するサブ画素の順番で、画素内における異なる表示波長に対応す
る複数のサブ画素に表示される画像を表すデータ信号を供給し、画素内にサブ画素を順次
に活性化することを含む液晶表示パネルシステムを提供する。
【００１４】
　前記の液晶表示パネルシステムは、それぞれ複数のサブ画素を含む複数の画素を有する
液晶表示パネルシステムであって、それぞれサブ画素に結合される複数のデータ線、一番
短い表示波長に対応するサブ画素から一番長い表示波長に対応するサブ画素の順番で、画
素内のサブ画素を連続的に活性化し、データ線を経てサブ画素を制御するソースドライバ
ー、及びそれぞれ隣接する２つのデータ線に結合する複数の静電容量を含み、前記各画素
は第１の表示波長を有する第１の色のサブ画素、第１の表示波長より短い第２の表示波長
を有する第２の色のサブ画素、第２の表示波長より短い第３の表示波長を有する第３の色
のサブ画素を含み、前記静電容量が、それぞれが第１の色のサブ画素に接続される第1の
データ線と第２の色のサブ画素に接続される第２のデータ線の間に配置される複数の第１
の静電容量、前記第２のデータ線と第３の色のサブ画素に接続される第３のデータ線の間
に配置される複数の第２の静電容量、及び前記第３のデータ線と前記第１のデータ線の間
に配置される複数の第３の静電容量を含み、前記データ線は、前記第1のデータ線、前記
第２のデータ線、前記第３のデータ線の順番で隣接して繰り返し配置されており、前記第
１の静電容量の容量が前記第２の静電容量の容量及び前記第３の静電容量の容量より小さ
い液晶表示パネルシステムである。
【００１５】
　本発明は、前記第２の静電容量の容量が前記第３の静電容量の容量に実質的に等しい上
記の液晶表示パネルシステムを提供する。
【００１６】
　本発明は、上記の液晶表示パネルシステム及び前記液晶表示パネルシステムを制御する
コントローラーを含む制御システムを含む液晶表示装置を提供する。
【００１７】
　本発明は、上記の液晶表示装置、及び画像データに応じて画像を映すために液晶表示装
置に前記画像データを供給する入力装置を含む電子装置を提供する。
【００１８】
　選択された画素の第１の色のサブ画素、第２の色のサブ画素、及び第３の色のサブ画素
は小さい表示波長のサブ画素から大きい表示波長の方向に沿って連続的に駆動されるので
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、サブ画素の駆動によって生成した電位の結合効果はＬＣ効果によって生じする輝度の差
異を補償する。さらに、２つの隣接するデータを電気的に接続する電荷結合要素は補償子
効果を増幅する。したがって、画像の色のフィデリティは改良され得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明の好ましい実施例に関する詳細な説明は、添付の図面を参照して行う。できる限
り、図面及び記述における同じ参照番号は同じ又は類似の部分を参照するために使用され
る。
【００２０】
　図６は、本発明の１つの実施例のＬＣＤパネルシステムの外観図である。図６に示され
るように、ＬＣＤパネルシステム６００は、通常、ＬＣＤパネル６０２、ゲートドライバ
ー６０４及びソースドライバー６０６を含む。ＬＣＤパネル６０２は複数の画素によって
構成される画素アレイを含む。各画素、すなわち、ＬＣＤパネル６０２の第１のカラムに
おける画素６１２は、３つの異なる色のサブ画素、すなわち、赤色サブ画素６１２ｒ、緑
色サブ画素６１２ｇ、青色サブ画素６１２ｂを有する。さらに、第１の列は、画素６１４
などのような他の画素を含む。各サブ画素は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）及び容量を含
み、容量はＴＦＴのドレインと共通電極の間に接続される。ＴＦＴのゲートは、対応する
スキャン線ＳＬ１、ＳＬ２・・・及びＳＬｍを経てゲートドライバーによって制御される
。例えば、サブ画素６１２ｒ、６１２ｇ及び６１２ｂの薄膜トランジスタのゲートはスキ
ャン線ＳＬ１によって制御される。ＴＦＴのソースは対応するデータ線ＤＬ１、ＤＬ２・
・・及びＤＬｎを経てソースドライバー６０６によって制御される。例えば、サブ画素６
１２ｒ及び６２２ｒのサブ画素の薄膜トランジスタのソースはデータ線ＤＬ１によって制
御される。
【００２１】
　図７は、本発明の１つの実施例のＬＣＤパネルのソースドライバーの回路ブロック概略
図である。図７に示されるように、ソースドライバー７００は、例えば、受信装置７０２
のような受信モジュール、デジタル－アナログコンバータのような変換モジュール及びマ
ルチプレクサ７０６のようなア出力モジュールを含む（図６のソースドライバー６０６は
ソースドライバー７００と類似の構造を含む）。受信装置７０２は、入力デジタルデータ
ＩＤ（例えば、連続して入力された入力デジタルデータ）を受信し登録し、同時に複数の
デジタルデータを出力するために適用される。本発明の１つの実施例において、受信装置
７０２は、入力デジタルデータを受信し登録し、次いで、クロック信号ＣＳの制御下にお
いて同時にデジタルデータＤＤを出力するために適用されるラッチを含む。
【００２２】
　図７を参照すると、デジタル－アナログコンバータ７０４は、デジタルデータＤＤを受
信し、デジタルデータＤＤをアナログデータＡＤに変換する。デジタルデータＤＤは、ガ
ンマ電位信号ＧＳのアナログデータＡＤに変換され、次いで、連続的にアナログデータＡ
Ｄを選択された画素のサブ画素に出力する。
【００２３】
　図８は本発明の１つの実施例のマルチプレクサ７０６の回路ブロック概略図である。図
８に示されるように、マルチプレクサ７０６は、データ線ＤＬ１、ＤＬ２及びＤＬ３を経
てそれぞれ画素の異なる色のサブ画素に接続されるスイッチＳＷ１，ＳＷ２及びＳＷ３を
含む。スイッチＳＷ１は第１の表示波長（例えば、赤色サブ画素６１２ｒ）を有する色サ
ブ画素に接続され、スイッチＳＷ２は第２の表示波長（例えば、緑色サブ画素６１２ｇ）
を有するサブ画素に接続され、スイッチＳＷ３は第３の表示波長（例えば、青色サブ画素
６１２ｂ）を有する色サブ画素に接続される。第２の波長は第１の波長より短く、第３の
波長は第２の波長より短い。
【００２４】
　図８を参照すると、デジタル－アナログコンバータ７０４からのアナログデータＡＤは
マルチプレクサ７０４に入力される。一定の期間、ゲートドライバーは開始パルスを受信
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し、特定のスキャン線（例えば、スキャン線ＳＬ１）にスキャン信号を出力してサブ画素
（サブ画素６１２ｒ、６１２ｇ及び６１２ｂ）に薄膜トランジスタのゲートをオンにする
。次いで、マルチプレクサ７０６のスイッチＳＷ３、ＳＷ２及びＳＷ１は、スキャン方向
Ｄ’に沿ってデータ線ＤＬ３、ＤＬ２及びＤＬ１にデータＡＤを入力するために連続的に
オンとなる。第３の表示波長（例えば、青色サブ画素６１２ｂ）を有するサブ画素が最初
に駆動され、次いで第２の表示波長（例えば、緑色サブ画素６１２ｇ）を有するもの、最
後に第１の表示波長（例えば、赤色サブ画素６１２ｒ）が駆動されることに留意すべきで
ある。
【００２５】
　アナログデータＡＤがスキャン方向Ｄ’に沿って入力されるので、電位の結合効果がデ
ータ線ＤＬ１、ＤＬ２及びＤＬ３を経てサブ画素６１２ｒ、６１２ｇ及び６１２ｂを駆動
するように製造される。３原色（例えば、赤、緑及び青色）のサブ画素（例えば、サブ画
素６１２ｒ、６１２ｇ、６１２ｂ）に蓄積された実際の電位は次の式（４－１）から（４
－３）によって表される。
【００２６】
　　Ｖｒ＝Ｖｘ　　　　　　　　　（４－１）
　　Ｖｇ＝Ｖｘ＋（ΔＶ）　　　　（４－２）
　　Ｖｂ＝Ｖｘ＋（２ΔＶ）　　　（４－３）
　ΔＶは、データ線とサブ画素の間の結合電位を表し、Ｖｘはデータ線からの適用電位を
表す。
【００２７】
　図９は、本発明の１つの実施例のＬＣＤパネルにおける透過率と電位の結合効果を有す
る赤、緑及び青色のグレー・スケールレベルの関係を示す。図９を参照すると、曲線Ｃ１
’は、透過率と結合効果を有する赤色サブ画素（例えば、サブ画素６１２ｒ）のグレー・
スケールの関係を示す。曲線Ｃ２’は、透過率と結合効果を有する緑色サブ画素（例えば
、サブ画素６１２ｇ）のグレー・スケールの関係を示す。曲線Ｃ３’は、透過率と結合効
果を有する青色サブ画素（例えば、サブ画素６１２ｂ）のグレー・スケールの関係を示す
。従来技術と異なって、同じグレー・スケールレベルに対応する赤色サブ画素の透過率は
緑色サブ画素の透過率より大きく、緑色のサブ画素の透過率は青色のサブ画素の透過率よ
り大きい。
【００２８】
　図１０は、本発明の１つの実施例のＬＣＤにおける電位のＬＣ効果を有する異なる色の
サブ画素にそれぞれ対応するサブ画素の透過率と対応するグレー・スケールレベルの関係
を示す。図１０を参照すると、曲線Ｂ１’は、透過率と赤色サブ画素（例えば、サブ画素
６１２ｒ）のグレー・スケールレベルの関係を示す。曲線Ｂ２’は、透過率と緑色サブ画
素（例えば、サブ画素６１２ｇ）のグレー・スケールレベルの関係を示す。曲線Ｂ３’は
、透過率と青色サブ画素（例えば、サブ画素６１２ｂ）のグレー・スケールレベルの関係
を示す。ＬＣ効果のレベルの故、青色サブ画素の透過率は緑色サブ画素の透過率より大き
く、緑色サブ画素の透過率は同じグレー・スケールに対応する赤色サブ画素の透過率より
大きい。
【００２９】
　図１１は、本発明の実際の透過率と赤、緑、青色サブ画素の関係を示す図９及び図１０
の曲線を統合したものである。図１１を参照すると、曲線Ｅ１’は、透過率と赤色サブ画
素（例えば、サブ画素６１２ｒ）のグレー・スケールレベルの実際の関係を示す。曲線Ｅ
２’は、透過率と緑色サブ画素（例えば、サブ画素６１２ｇ）のグレー・スケールレベル
の実際の関係を示す。曲線Ｅ３’は、透過率と青色サブ画素（例えば、サブ画素６１２ｂ
）のグレー・スケールレベルの実際の関係を示す。明らかに、ＬＣ効果によって生じる透
過率の相違は本発明のソース駆動方法によって生じる電位の結合効果によって減少する。
【００３０】
　多くの実施例にとって、電荷結合要素は各データ線の結合量を調整するために各データ
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線間に配置される。図１２は、本発明の他の実施例のＬＣＤパネルシステムに外観図であ
る。図６及び図１２を参照すると、ＬＣＤパネルシステム１２００は、電化結合要素１２
１０を除いて図６に示されるＬＣＤパネルシステム６００に類似している。本発明におい
ては、電荷結合要素１２１０は、大きさ、解像度及び液晶特性などのディスプレイパネル
設計において既定の容量を有する静電容量である。好ましくは、静電容量は、第１の静電
容量Ｃ１、第２の静電容量Ｃ２及び第３の静電容量Ｃ３を含む。図１２に示されるように
、各第１の静電容量Ｃ１は、第１の色のサブ画素６１２ｒに接続されるデータ線（ＤＬ１
、ＤＬ４、・・・Ｄｌｎ－２）と第２の色のサブ画素６１２ｇに接続されるデータ線（Ｄ
Ｌ２、ＤＬ５、・・・ＤＬｎ－１）間に配置される。各第２の静電容量は第２の色のサブ
画素６１２ｇに接続されるデータ線（Ｄｌ２、Ｄｌ５、・・・Ｄｌｎ－１）と第３の色の
サブ画素６１２ｂと第１の色のサブ画素６１２ｒに接続されるデータ線（ＤＬ４、ＤＬ７
、・・・ＤＬｎ－３）の間に配置される。
【００３１】
　本発明においては、第１の静電容量Ｃ１の容量は第２の静電容量Ｃ２の容量及び第３の
静電容量Ｃ３の容量より小さい。多くの実施態様によれば、第２の静電容量Ｃ２の容量は
第３の静電容量Ｃ３の容量に実質的に等しい。例えば、第１の静電容量Ｃ１の容量：第２
の静電容量の容量：第３の静電容量の容量は、約１：３：３である。本発明のソース駆動
方法は、ＬＣ効果による透過率の相違を減少させることができ、また、電荷結合要素は、
データ線の結合効果を増大させることができ、電位の結合効果によって色サブ画素の透過
率の差異を補償する。これによって、表示画像の色彩は改良される。
【００３２】
　図１３は、本発明の１実施例のＬＣＤ装置の回路概略図である。ＬＣＤ装置１３００は
、制御システム１３１０並びに画素内に異なる表示波長に対応する複数のサブ画素（図６
に示されるように）又は複数の結合要素（図１２に示されるように）をさらにそれぞれ含
む複数の画素を含むことができる。制御システム１３１０はソースドライバー１３１２並
びにソースドライバー１３１２の操作を制御するコントローラー１３１４を含むことがで
き、ソースドライバー１３１２は、ソースドライバー図６及び１２の６０６、図７の７０
０と同じ機能を有する。ここでは、詳細は省略する。
【００３３】
　本発明は、電子装置を提供する。図１４は、本発明の１つの実施例の電子装置の回路ブ
ロックの該略図である。図１４を参照すると、電子装置１４００は上記のようなＬＣＤ装
置及び画像データに応じて画像を映すＬＣＤ装置１４１０におけるコントローラーに画像
データを提供する入力装置を含む。
【００３４】
　要約すると、本発明は、従来の方法とは異なる駆動方向に沿って異なる色のサブ画素を
駆動するソース駆動方法及びソースドライバーを提供する。本発明の駆動方向は小さな表
示波長を有するサブ画素から大きな表示波長を有するサブ画素に向かう。したがって、サ
ブ画素を駆動することによって生じた電位の結合効果はＬＣ効果によって生じる輝度の差
異を補償し、画像の色のフィディティは改良される。図示される実施例は３つのサブ画素
を含む画素を有するＬＣＤを示し、本発明のコンセプトは１画素当り３画素以下又は以上
のものにも適用し得る。
【００３５】
　本発明の範囲及び精神を逸脱しない限り、本発明の構造に対して多くの改良や変形が可
能であることは当業者に明らかであろう。この記述によって、本発明は、本発明の特許請
求の範囲及びこの均等に即する改良及び変更を含むものであることが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】従来のＬＣＤパネルシステムの外観図である。
【図２】従来のＬＣＤパネルにおける異なる色のサブ画素にそれぞれ対応するサブ画素の
透過率と対応するグレー・スケールレベルの関係を示す。
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【図３】従来のマルチプレクサの回路ブロック概略図である。
【図４】従来のＬＣＤパネルにおける電位の結合効果を有する赤、緑及び青色サブ画素の
透過率とグレー・スケールレベルのプロット曲線である。
【図５】従来のＬＣＤパネルにおける赤、緑及び青色サブ画素の実際の透過率とグレー・
スケールレベルを示す図２及び図４の曲線の統合のプロットである。
【図６】本発明の１つの実施例のＬＣＤパネルシステムの外観図である。
【図７】本発明の１つの実施例のＬＣＤパネルのソースドライバーの回路ブロック概略図
である。
【図８】本発明の１つの実施例のマルチプレクサの回路ブロック概略図である。
【図９】本発明の１つの実施例のＬＣＤパネルにおける電位の結合効果を有する赤、緑及
び青色サブ画素の透過率とグレー・スケールレベルのプロット曲線である。
【図１０】本発明の１つの実施例のＬＣＤパネルにおける電位のＬＣ効果を有する異なる
色のサブ画素にそれぞれ対応するサブ画素の透過率と対応するグレー・スケールレベルの
関係を示す。
【図１１】本発明の赤、緑及び青色サブ画素の実際の透過率とグレー・スケールレベルを
示す図９及び図１０の曲線の統合のプロットである。
【図１２】本発明の他の実施例のＬＣＤパネルシステムの外観図である。
【図１３】本発明の１つの実施例のＬＣＤ装置の回路ブロック概略図である。
【図１４】本発明の１つの実施例の電子装置の回路ブロック概略図である。
【符号の説明】
【００３７】
１００　従来のＬＣＤパネルシステム
１０２　ＬＣＤパネル
１０４　ゲートドライバー
１０６　ソースドライバー
１１２　サブ画素
１１４　画素
１２２　サブ画素
１３０　マルチプレクサ
６００　ＬＣＤパネルシステム
６０２　ＬＣＤパネル
６０４　ゲートドライバー
６０６　ソースドライバー
６１２　画素
６１４　画素
６２２　サブ画素
７００　ソースドライバー
７０２　受信装置
７０４　デジタル－アナログコンバーター
７０６　マルチプレクサ１３００　ＬＣＤ装置
１３１０　コントロールシステム
１３１２　ソースドライバー
１３１４　コントローラー
１３２０　ＬＣＤパネル
１４００　電子装置
１４１０　ＬＣＤ装置
１４２０　入力装置
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【図１１】

【図１２】

【図１３】
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